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東京支部園遊会 笑顔の記念写真

■  2023年 11月 11日 |

「高畠がつなぐ祖父・広介との絆」 濱田 吾愛

“広介晴れ"の高畠ヘ

“広介晴れ"と いう言葉があるそうです。浜田広介の

郷里・高畠で、広介を知る人びとの間で使われる言葉。

高畠で広介にちなむ行事があるとき、なぜかその日は晴

れる…というのです。私が高畠の浜田広介記念館を訪れ

た日も、まさに穏やかな “広介晴れ"に恵まれました。

2023年 は、‐広介の生誕 130年・没後 50年の節

目の年に当たります。記念行事の一環として広介記念館

から、「祖父・浜田広介の思い出とその童話表現」をテ

ーマに講演を依頼されたのは、夏前のことでした。

初めはご祝辞くらいのことに考えていましたが、聞けば

一時間の講演とのこと。しかも新聞社が取材に見えると

いう。これはしっかり組み立てないと、と珍しく草稿を

練り、十月六日、広介記念館ホールに足を運びました。

ホールを埋めた和やかな笑顔の人びと。その中には、や

はり記念行事に招かれた、祖父の童話を愛する篠笛奏者

の藤原雪さんや地元の児童合唱団の皆さんの姿もありま

した。

講演は結局、お客さまの雰囲気や他の方がたのお話の

感じを見ながらア ドリブを交えてのものになりました。

終始あたたかな空気のなかで過ごせたことには、本当に

感謝しています。山形在住の友人や、講演に感動してく

ださった地元農園の方からの贈り物で重くなった鞄をか

かえ、 “広介晴れ"の高畠をあとにしたのです。

やさ しく強 く

後日、記念館の方が、講演が採録された新聞を送って

くださいました。そこには私が感じた祖父・広介の姿が

刻まれています。

r‐  ・
`´

― |:磯
浜
田
広
介
氏
の
写
盲

東北の人らしい不器用な笑顔の奥から伝わつてくる、少

しゴッゴッとした手ざわりの優 しさ。山梨の山荘でともに

過ごした日々の記念に残してくれた、らくやきの絵皿。そこ

に記された「やさしく強く」の言葉には、人が恐れる鬼や

竜、狐や狸にも優しい′さ根が宿ることもあり、一方の人間

によくない気持ちが芽生えることもある、そうした生き物

すべてに慈しみの眼差しを向けた広介の想ι功じ れています。

文章に込め られた リズム

広介は、独特の文章のリズムを模索しながら、作品を書

きつづけました。浜田家の子どもたちは、歌うようにフシ

をつけて原稿を書く広介の姿を目にしたといいます。 5人

の子どもたちのうち本格的な文筆の道に進んだのは、私の

父である次男の滋郎だけでしたが、直接広介から文章指南

を受けたことのない父の文章にも、独特の歌うようなリズ

ムがあると人は言います。その娘の私もまた、文筆と歌唱

を生業とし、米沢有為会の俳句の集まりである “漆の実"

の活動などを通して、言葉のリズムの美しさを追い求めて

おります。

祖父と過ごした歳月は決して長くはなかったけれど、今

も高畠の深く優 しい自然や人びとのあたたかさに触れれば

、祖父の心の原点に近づける気がしています。これからも

大切にしたい絆です。

【濱田吾愛プロフイール】立教大学文学部卒業後、出版社

勤務を経てフリーランスのライターとなる。 2004年 よ

り東京藝術大学でスペイン音楽を講義。フラメンコ研究家
・歌手としても活動。
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【
ど
う
す
る
鷹
山
】

拙
著

『
上
杉
鷹
山
の
藩
政
改

革
と
金
主
た
ち
』
に
基
づ
き
、

「米
沢
藩
の
借
金

口
再
生
史
」

そ
し
て
、
上
杉
鷹
山
が
生
涯
で

「ど
う
す
る
」
と
悩
ん
だ
だ
ろ

う
場
面
を
考
え
て
み
ま
す
。

通
し
て
金
主
た
ち
の
協
力
ぶ
り

な
ど
鷹
山
改
革
の
知
ら
れ
ざ
る

面
を
示
し
ま
す
。

米
沢
藩
最
悪
期
の
財
政
状
態

鷹
山
が
藩
主
と
な
っ
て
四
年

目
、
米
沢
藩
の
借
金
総
額
は
二

〇
万
両
超
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

借
金
返
済
年
額
は
、
年
利
１０
％

（当
時
の
御
用
商
人
か
ら
の
借

金
金
利
）
と
し
て
金
利
だ
け
で

二
万
両
超
で
、
藩
実
収
入
三
～

四
万
両
の
半
分
程
度
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
返
済
額
は

一

日
二
万
両
に
す
ぎ
ず
、
当
時
の

米
沢
藩
は
、
利
息
分
す
ら
返
済

で
き
ず
、
借
金
が
膨
ら
む

「借

金
地
獄
」
状
況
で
し
た
。

先
ず
、
米
沢
藩
が
こ
の
よ
う

な
借
金
を
抱
え
る
ま
で
の
過
程

を
ふ
り
返
り
ま
す
。

な
お
、
米
沢
藩
が
窮
乏
化
し

た
特
有
な
原
因
は
、
三
度
の
領

米
沢
有
為
△
ム
副
△
ム
長

加

藤

国

雄

土
削
減

（
一
二
〇
↓
三
〇
↓

一

五
万
石
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
家

臣
数
六
千
人
を
ほ
ぼ
維
持
し
た

こ
と
で
す
。

幕
藩
体
制
に
よ
る
財
政
窮
乏
化

参
勤
交
代
制
度
に
よ
る
毎
年

の
移
動
や
江
戸
経
費
は
大
き
な

負
担
で
し
た
。
ぶ
８
年
代
末
頃

の
江
戸
経
費
は
、
二
万
五
千
両

に
上
り
、
米
沢
経
費

一
万
両
の

倍
以
上
で
し
た
。

幕
府

へ
の
手
伝
い
普
請

（含

む
軍
役
）
も
、　
一
回
あ
た
り
平

均
三
万
両
近
く
と
大
き
な
出
費

で
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て

合
計
３２
回
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ぅ
ち
２‐
回
が
ぶ
８
年
前

半
に
集
中
し
、
巨
額
な
出
費
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
し

の
げ
た
の
は
上
杉
家
に
豊
富
に

あ

っ
た
貯
え
金

（
（推
定
六
〇

万
両
前
後
）
の
お
陰
で
し
た
。

そ
の
削
減
こ
そ
が
徳
川
幕
府
の

狙
い
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

葛
８
年
以
降
は
、
平
均

一
五
年

に

一
度
で
手
伝
い
普
請
が
課
さ

れ
、
米
沢
藩
は
そ
の
都
度
資
金

繰
り
に
窮
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
６
月
１７
日

米
沢
藩
の
貯
金
と
借
金

米
沢
藩
は
、
三
〇
万
石
時
代

に
農
地
開
拓
を
す
す
め
実
高
五

一
万
石
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

一
五
万
石
と
な

っ
た
の
は
ぶ
雲

年
か
ら
で
す
が
、
実
高
も
頭
打

ち
と
な
り
、　
一
層
財
政
が
逼
迫

し
農
民

へ
の
増
税
に
頼
む
も
の

の
葛
８
年
に
は
貯
え
金
が
底
を

つ
き
借
金
依
存
体
質
と
な
り
ま

し
た
。

葛
８
年
代
に
入
る
と
、
家
臣
か

ら
の
借
上
げ
が
始
ま
り
恒
常
化

（
つ
ま
り
実
質
減
給
）
し
ま
し

旺
げ
Ｍ
婢
い
陽
側
即
畔
趾
醐
ド

化
し
、
鷹
山
が
死
亡
す
る
お
ヽ

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
葛
望
年
以
降
は
こ
れ

以
上
の
借
上
げ
は
望
め
な
い
、

農
民

へ
の
増
税
も
限
界
に
達
し

、
主
な
資
金
繰
り
手
段
は
金
主

（大
名
貸
し
）
よ
り
の
借
金
と

な

っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
に
ヽ
認
年
最
大
級
の
手

伝
い
普
請
、

５５
年
大
飢
饉
が
襲

い
、
米
沢
藩
は
借
金
に
奔
走
し

、
高
利
借
金
に
も
頼
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

６３
年
に
は
領
土

返
上
寸
前
に
ま
で
至
り
ま
し
た

。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
鷹
山
は

米
沢
藩
に
養
子
と
し
て
入
り
６７

年
に
十
七
才
で
藩
主
と
な
り
ま

し
た
。

最
悪
期
の
主
要
金
主
た
ち

鷹
　
山
が
藩
主
と
な

っ
て
六
年

目
の
借
金
先

（金
主
）
と
借
金

額
を
推
定
し
ま
し
た
。
四
大
金

主
の
う
ち
江
戸

・
三
谷
家
は
、

米
沢
藩
を
長
期
に
わ
た
り
支
え

て
最
大
の
金
主
で
す
。
そ
の
他

の
説
明
を
割
愛
し
ま
す
。

米
沢
藩
の
借
金
事
情
の
厳
し

さ
を
象
徴
す
る
の
が
、
江
戸

ロ

増
上
寺
か
ら
の
借
金
二
万
両
弱

で
す
。
葛
認
年
頃
か
ら
の
借
金

が
高
利
含
９
ｏ
％
）
で
膨
ら
ん
だ

結
果
で
す
。

三
期
に
わ
た
る
鷹
山
の
藩
政
改
革

第

一
期
改
革
は
、
竹
俣
当
綱

の
も
と
で
の
積
極
的
拡
大
政
策

で
す
。
先
述
の
と
お
り
借
金
地

獄
状
態
の
中
、
竹
俣
は
、
十
年

で
藩
収
倍
増
を
目
指
す

（
「漆

口
桑

・
格
百
万
本
植
立
計
画
」

を
示
し
た
上
で
金
主
に
捨
て
金

（
（債
権
放
棄
）
に
よ
る
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。

結
果
、
多
く
の
金
主
が
捨
て

金
に
応
じ
ま
し
た
。
三
谷
家
は

加
え
て
新
た
に
低
利
融
資
に
も

応
じ
高
利
借
金
解
消
に
尽
力
し

ま
し
た
。
金
主
が
大
き
な
犠
牲

を
払

っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が

永
年
に
わ
た
る
賃
金
の
た
め
貸

付
元
金
以
上
の
元
利
返
済
金
を

回
収
済
み
だ

っ
た
は
ず
で
す
。

第

一
期
は
、
三
木
植
立
計
画

は
頓
挫
し
、
竹
俣
当
綱
の
失
脚

で
終
り
ま
し
た
。
鷹
山
は
第
二

期
に
入
っ
て
隠
居
し
ま
す
が
、

後
の
藩
主
を
後
見
し
ま
し
た
。

第
二
期
改
革
は
消
極
的
縮
小

均
衡
政
策
で
す
。
支
出
を
半
減

し
借
金
解
消
を
目
指
し
ま
し
た

。
以
後
、
新
規
の
借
金
に
は
頼

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
、
第

一

期
の
新
事
業
か
ら
は
撤
退
し
ま

し
た
。
拙
速
策
に
よ
り
四
年
ほ

ど
で
失
敗
し
ま
し
た
。
結
局
、

期
初
か
ら
数
年
続
い
た

「
天
明

の
大
飢
饉
」
な
ど
に
よ
る
財
政

の
再
窮
乏
化
か
ら
立
直
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。

第
二
期
で
も
、
金
主
に
対
し
借

金
の
低

口
無
利
子
化
と
永
年
化

を
求
め
ま
し
た
。

第
二
期
改
革
は
、
第

一
期
末

に
隠
居
し
た
在
戸
善
政
、
彼
の

死
後
は
息
子

・
孫
に
よ
る
消
極

的
拡
大
均
衡
政
策
で
す
。

第
二
期
同
様
、
支
出
半
減
す
る

一
方
で
、
同
時
に
殖
産
興
業
策

を
毎
年
積
上
げ
、
借
金
解
消
を

目
指
す
も
の
で
し
た
。
桑

口
蚕

に
よ
る
絹
糸

口
絹
織
物
が
盛
ん

と
な
り
、
目
標
１６
年
間
で
の
達

成
は
倍
ほ
ど
要
し
ま
し
た
が
、

ほ
ば
無
借
金
と
な
り
米
沢
藩
は

豊
か
に
再
生
し
ま
し
た
。
金
主

は
、
低
利
化
や
勧
農
金
融
資
で

支
援
し
ま
し
た
。



米沢有為会東京支部だより 2023 DECEMBER Vol.27

ど
う
す
る
鷹
山

最
後
に
、
鷹
山
が
上
杉
家
の

養
子
と
な

っ
た
以
降
の
生
涯
で

「ど
う
す
る
」
と
決
断
を
追
ら

れ
た
い
く
つ
か
の
局
面
を
考
え

ま
す
。

最
大
の
局
面
は
、
藩
主
就
任

六
年
目
の
七
家
騒
動
（七
重
臣

の
反
乱
）
時
で
の
果
断
な
決
断

だ

っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
本
講

で
は
、
借
金
に
ま
つ
わ
る
二
点

を
紹
介
し
ま
す
。
私
の
研
究
か

ら
の
新
説
で
す
。

隠
蔽
さ
れ
た

金
主
の
捨
て
金
協
力

一
つ
は
、
先
述
、
第

一
期
改

革
で
金
主

へ
捨
て
金
を
要
請
し

た
時
の
鷹
山
の
気
持
ち
で
す
。

鷹
山
に
は
納
得
で
き
な
い
気
持

ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

鷹
山
は
後
に
、
第
二
期
改
革
に

入
っ
た
頃
在
戸
善
政
に
対
し
て

「大
名
た
る
も
の
農
商
等
の
信

義
を
失
っ
て
は
教
え
率
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
十
分
で
は
な

く
と
も
相
当
の
元
利
は
何
を
止

め
て
必
ず
約
束
ど
お
り
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言

っ

て
い
ま
す
。
第

一
期
で
金
主
に

捨
て
金
を
要
請
し
た
時
の
性
梶

た
る
気
持
ち
が
背
景
に
あ

っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
史
料

も
、
そ
の
後
の
主
要
史
実
書
も

「金
主
の
捨
て
金
協
力
」
に
は

言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の

鷹
山
の
思
い
と
、
そ
の
後
鷹
山

が
名
君
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡

っ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
、
こ
の

件
は

「
不
都
合
な
真
実
」
と
し

て
隠
蔽
さ
れ
た
と
推
察
し
ま
す
。

第
二
期
改
革

へ
の

鷹
山
の
借
金
工
作

二
つ
は
。
第
二
期
改
革
挫
折

時
に
つ
い
て
で
す
。
鷹
山
は
、

従
来
の
姑
息
な

一
時
し
の
ぎ
の

対
応
を
排
し
て
、
抜
本
的
な
改

革
が
今
度
こ
そ
必
要
と
考
え
、

米
沢
藩
の
財
務
状
態
を
公
開
し

た
上
で
全
家
臣
か
ら
意
見
を
聞

く
よ
う
、
執
政

口
中
条
を
藩
主

口
治
広
に
進
言
さ
せ
る
た
め
江

戸

へ
向
か
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
そ
の
よ
う
に
進
展
し
、
在

戸
善
政
が
復
帰
し
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
中
条

を
江
戸
へ
送
る
前
日
、
鷹
山
に

よ
る
江
戸

口
三
谷
家
か
ら
の
三

万
両
借
金
工
作
が
成
功
し
た
こ

と
を
知

っ
た
上
で
の
こ
と
で
し

た
。
　

歴
代
藩
主
の
履
歴

『
上

杉
家
御
年
譜
』
の
記
録
な
ど
か

ら
そ
う
推
定
で
き
ま
す
。

鷹
山
の
命
で
、
興
譲
館
提
督

口
神
保
綱
忠
は
細
井
平
洲

へ
の

用
で
江
戸
向
か
っ
た
が
、
真
の

目
的
は
三
谷
家

へ
の
借
金
要
請

で
し
た
。
三
谷
家
は
そ
れ
に
応

じ
ま
し
た
。
帰
国
し
た
神
保
の

報
告
を
聞
き
、
前
述
の

一
連
の

動
き
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。
お

陰
で
、
第
二
期
改
革
は
回
ケ
ッ

ト

ロ
ス
タ
ー
ト
が
で
き
、
最
初

の
二
年
ほ
ど
は
資
金
繰
り
の
懸

念
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

上
杉
鷹
山
の
藩
政
改
革
の
陰

に
は
、
金
主
た
ち
の
理
解
と
支

援
が
あ

っ
た
の
で
す
。

（注
）
『
上
杉
鷹
山
の
藩
政
改

革
と
金
主
た
ち
』
の
詳
細
版
と

簡
約
版
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

の
ア
マ
ゾ
ン
、
ぎ
詳
９
喜
で
発

売
中
で
す
。

東
京
支
部
の

活
動
状
況

▲
東
京
支
部
長
の
交
代

支
部
理
事
会
で
菅
野
憲
幸
氏

か
ら
本
部
理
事
を
退
任
す
る
に

当
た
り
支
部
長
辞
任
の
申
し
出

が
あ
り
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
五
年
度
の
新
役

員
に
よ
る
最
初
の
理
事
会
で
支

部
長
に
工
藤
美
知
尋
氏
、
副
支

部
長
に
川
合
勝
雄

（留
任
）
、

加
藤
正
憲
氏
の
二
名
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

▲
東
京
興
譲
館
長
の
交
代

菅
野
憲
幸
館
長
は
二
年
間
館

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
持

病
の
た
め
に
辞
任
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
大
滝
則
忠
副
館

長
も
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
部

理
事
会
で
後
任
の
館
長
に
菊
地

隆
雄
氏
、
副
館
長
に
加
藤
国
雄

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲
東
京
支
部
総
会

・

新
入
寮
生
歓
迎
会

東
京
支
部
の

「定
期
総
会
」

は
六
月
十
七
日
に
議
決
権
行
使

書
と
対
面
式
を
併
用
し
開
催
し

ま
し
た
。
令
和
四
年
度
の
事
業

及
び
決
算
報
告
、
令
和
五
年
度

の
事
業
計
画

（案
）
予
算

（案

）
及
び
役
員
改
選

（案
）
は
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
興
譲
館
は
二
名
の
新
入
寮

生
を
迎
え
て
、
新
入
寮
生
歓
迎

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲
園
遊
会

で

芋
煮
と
地
酒
を
満
喫

令
和
五
年
の
園
遊
会
は
、
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
で
十

一
月

十

一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
に
須
員
利
喜
夫
理
事
の
司

会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

県
民
歌

「最
上
川
」
斉
唱
後
に

上
杉
邦
憲
名
誉
会
長
、
平
山
英

三
会
長
、
参
議
院
議
員
の
芳
賀

道
也
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

下
條
泰
生
名
誉
会
員
の
音
頭
で

乾
杯
を
し
て
懇
談
に
入
り
ま
し

た
。
新
入
会
員
四
名
の
方
か
ら

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
観
世
流
師
範
の
能
や
詩

吟
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
支
部
会
員
の
八
木
倫
明
さ

ん
か
ら
お
借
り
し
た

コ
ン
サ
ー

ト
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
例
年
に
な
く
賑
や
か

な
会
に
な
り
ま
し
た
。

置
賜
か
ら
食
材
を
取
り
寄
せ
て

池
亀
か
よ
さ
ん

（ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
）
と
実
行
委
員
の
倉
田
和
子

さ
ん
の
二
人
に
調
理
し
て
頂
い

た
芋
煮
や
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
と
地

酒
を
味
わ
い
ま
し
た
。
出
席
者

は
四
名
の
寮
生
を
含
め
て
四
十

九
名
で
し
た
。
取
り
寄
せ
た
地

酒
も
好
評
で
完
売
で
し
た
。
実

行
委
員
の
皆
様
ご
協
力
有
難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

（川
合
　
勝
雄
　
記
）
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東
京
興
譲
館
寮

現
在
の
状
況

日
頃
よ
り
東
京
興
譲
館
寮
の
運

営
と
我
々
学
生
の
生
活
に
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
十

一

月
現
在
、
寮
に
は
十
二
名
の
学
生

が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
に
向
か

っ
て
励
ん
で
お
り
ま

す
。
寮
の
近
況
に
つ
い
て
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
今
年
度
は
新
型
コ
回
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
社
会
生
活

へ
の
影
響
が

か
な
り
小
さ
く
な
り
、

コ
回
ナ
禍

以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
寮
生
も
大
半
は
対
面
形
式
の

授
業
に
戻
り
、
課
外
活
動
も
通
常

の
よ
う
に
行
い
、
こ
れ
ま
で
我
慢

を
重
ね
て
き
た
頃
に
比
べ
る
と
は

る
か
に
満
足
で
き
る
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

数
人
が
新
型

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
館
長
や
寮
母
さ
ん
の
手
厚

い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
感
染
拡
大

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
日
常
で
は
あ
り
ま
す
が
、

変
化
の
激
し
い
社
会
で
あ
り
ま
す

の
で
こ
の
コ
回
ナ
禍
で
学
ん
だ
危

機
管
理
を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い

き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
二
名
の
新
し

い
寮
生
を
迎
え
ま
し
た
。
同
郷
の

後
輩
を
新
た
に
受
け
入
れ
、
上
京

し
た
頃
の
期
待
と
不
安
が
入
り
混

じ

っ
た
自
分
に
重
ね
合
わ
せ
る
と

同
時
に
、
先
輩
と
し
て
そ
し
て
寮

長
と
し
て
、
彼
ら
を
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
の
責

任
感
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
し
か

し
、
依
然
寮
生
は
少
な
い
ま
ま
で

あ
り
今
後
の
寮
生
の
減
少
が
目
下

深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

寮
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
の
う

ち
今
四
年
生
に
あ
た
る
寮
生
が
最

も
多
く
、
卒
業
に
伴
い
退
寮
さ
れ

る
と
寮
生
は
か
な
り
少
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
で
す

ら
寮
の
運
営
は
厳
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
は
深
刻
な
財
政
状
況

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
事
会

な
ど
の
寮
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

不
安
を
感
じ
ま
す
。

有
為
会
の
皆
様
に
は
新
し
い
寮

生
の
獲
得
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
最
近

で
は
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
勧
誘

す
る
の
が
効
果
的
に
思
わ
れ
ま
す

。
我
々
寮
生
か
ら
も
電
気
や
水
道

の
節
約
な
ど
、
寮
の
財
政
状
況
改

善
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
や

っ
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

短
い
学
生
生
活
で
は
あ
り
ま
す

が
寮
生

一
同
志
高
く
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
見
守

っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（寮
長
　
伊
藤

翔
大
　
記
）

購
懸
難
簸
壼
購

・ヽ―‐‐●
■
摯
・

原

田
　
悠
希

（明
治
大
学
政
経
学
部
４
年
　
山
形
東
〓邑
じ

数
学
は
不
得
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
経
済
に
関
心

が
あ
っ
た
た
め
東
京
に
学
び
に
来
ま
し
た
。
実
際
に

入
学
し
て
み
る
と
、
思
っ
た
以
上
に
微
積
の
知
識
や

数
学
Ⅲ
に
差
し
掛
か
る
よ
う
な
内
容
も
必
要
と
さ
れ

た
の
で
大
分
苦
戦
し
て
い
ま
す

（笑
）

た
だ
、
今
ま
で
は

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
た
め

自
分
で
立
ち
向
か
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

興
譲
館
寮
に
入
り
、
力
や
知
恵
を
分
け
て
く
れ
る
同

世
代
の
有
り
難
み
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

山
形
県
や
そ
の
地
域
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
生
き

て
き
た
の
で
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

斎
藤
　
洸
祐

（日
本
大
学
理
工
学
部
　
米
沢
興
譲
館
高
校
）

私
は
ま
だ
将
来
の
夢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

幅
広
い
選
択
肢
の
あ
る
電
気
工
学
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
　

‐
現
在
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
の
分
野
に
興
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
学
生
活
で
は
学
習
面
だ

け
で
な
く
、
寮
生
活
や
バ
イ
ト
を
通
し
て
社
会
に
出

る
上
で
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

今
、
自
分
に
で
き
る
最
大
限
の
努
力
を
し
て
、
貴
重

な
大
学
生
活
の
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

楽しい交流会

東
京
興
譲
館
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

三
階
、
四
階
の
洗
面
所
と
簡
易
厨
房
を
積
立
金

で
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

新

入
寮

生

募

集

に
つ
い
て
の
お
願

い

来
年
の
入
寮
生
募
集
は
、
随
時
選
考
と
日
時
等

指
定
選
考
の
２
通
り
で
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
数
は
十
五
名
程
度

（定
員
二
十
四
名
）

寮
費

（食
事
代
、
水
道
代
、
光
熱
費
等
全
て
を

含
む
金
額
）
　
　

月
額
六
万
五
千
円

朝
夕
二
食
付
き

（但
し
土
、
日
お
よ
び
休
日
を

除
く
）
　

入
寮
費
四
万
円

　

（初
年
度
の
み
）

面
接
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

入
寮
願
書
は
、
米
沢
有
為
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

寮
経
営
の
ブ
レ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
は
十
八
名
で
あ

り
、
経
営
的
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

来
年
度
の
入
寮
希
望
者
を
増
や
す
べ
く
各
高
校

等
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
身
近
に
、

お
ら
れ
る
方
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、

来
春
首
都
圏
の
大
学
に
進
学
さ
れ
る
学
生
が
お

ら
れ
れ
ば
是
非
東
京
興
譲
館
寮
を
ご
紹
介

・
推

薦
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

置
賜
出
身
者
で
な
く
と
も
会
員

（
一
名
）
の
推

薦
が
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新しくなった簡易厨房

i  ・ ■1鰺
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稲村 久仁雄

初めまして、稲村久仁雄です。川西町上小松の出身、

現在は横浜市に住んでいます。

1971年に米沢興譲館高校を、1976年に慶應義塾大学経済

学部を卒業 し、住友信託銀行 (現三井住友信託銀行)に
入社 しました。以後、通算46年間金融の仕事に従事 して

きました。
ご案内の通 り、日本の金融機関は1990年頃から2005年

頃にかけて、バブル崩壊と共に膨大な不良債権 (一説に

は100兆 円?)を処理せざるを得ない状況に陥りました

。大手含めた複数の銀行、証券が破綻 し、生き残りをか

けた過酷な淘汰の時代でした。その真つただ中で仕事を

して来ましたので、企業と社会の関わりについて、今で

言えば企業の社会的責任、ガバナンス、リスク管理、コ

ンプライアンス等々について、深 く考えるようになりま

した。その経験は会社生活の後半に組織のヘッドとして

仕事をする際に、大変役にたちました。2018年に金融の

仕事から退き、現在は、横浜市に本社がある運送会社の

(社外)取締役として、取締役会等へ月に二三回出席す

る以外は、所謂、隠居生活です。

米沢有為会とはご縁が無かつたのですが、きつかけは

有為会理事で興譲館同期の小野庄士さんとのお付合いで

す。小野さんは昨年まで川西町教育長でしたので、帰省

の際に、時には一杯やりながら、有為会、我妻榮先生、

渡部 俊明

はじめまして。渡部俊明 (わたなべとしあき)と申します。

川西町大字洲島で生れ、吉島小学校・中学校で学び、

高校に進学 しました。

昭和56年 3月 に米沢工業高等学校 (工業化学科)を卒業、

神奈川県川崎市にある石油会社に入社 し、今年、還暦を

迎える年になりました。

現在は、神奈川県相模原市に住んで26年目となります。

この度、米沢有為会の会員であり、同じ相模原市在住

の山田興司さまよりお声掛けを頂き、入会させていただ

く運ぴとなりました。

会社に入つてからは、山形県出身の先輩方が多く在籍

していた事から、社内での山形県人会や芋煮会の開催な

ど、積極的に幹事の役割を担つてきました。

相模原市に住んでからは、多くのご縁を頂き、同郷の

方々が集う「相模原市山形県人会」に参加させて頂き、

芋煮会や懇親会、地域のイベン トで玉こんにゃくの販売

などに携わつてきました。

また、故郷の方々が集う「東京川西会」に参加 し、川

西町長や川西町議会議長を招いての芋煮会などにも参加

させて頂いています。

更には、同窓会である米沢工業高等学校の鶴城工親会

京浜支部 (桜花部会 :工業化学科出身の会)で も、芋煮

経歴と入会の経緯

等々について、お話 しを頂 く中で入会のお誘いがあつた

次第です。

実は私も先生と些かご縁があります。私の祖父は米沢中

学時代の先生の同級生でした (1914年卒) 先生が実家

の祖父を訪ねて来られたことを覚えています。ところで

、先生が首都圏の興譲館出身の大学生を招き、学士会館

で懇親会を開かれていたことを思い出しました。懇親会

では主催者を囲みお話 しの輪が出来ますが、我々学生は

知識も共通の話題も乏 しく、先生を囲む輪はあまり出来

なかつたと記憶 しています。私も祖父が同級生だったと

申し上げましたが、その後の話が続かず困りました。で

も、先生は学生達が楽 しく旧交を温めている様子を、嬉

しそうに見ておられました。

そんな皆さん達を見ていることが楽しいのです、と先生

は仰つていたようです。その時は、そんなことが楽しい

?と 思いましたが、私も当時の先生と変わらない年代と

なり、先生が楽 しいと仰つていたことが、自分なりに分

かってきました。

流石に学士会館でパーテイーとはいきませんが、置賜の

後輩の為に何かお手伝いになれば、と思い入会 した次第

です。

以上、簡単な経歴と入会のきつかけとなつた我妻先生

の思い出です。どうぞ宜しくお願いします。

相模原の地から寮生にエールを !

会や懇親会など、同郷の方々との交流を楽 しんでおりま

す。

同郷の方々が集う場面は、心温まるものがあり、今思

えば、もつと若いうちから参加 しておけば良かつた !

と、後悔の念に近いものを感 じております。

今回の米沢有為会への参加を機会に、たくさんの出会

いと懇親を図つて行きたいと思つております。

会社の同期は皆な定年を迎え、時世の流れから雇用延

長で仕事をしている者が殆どですが、私は、52歳 で会社

を辞め、定年の無い仕事に就いております。

地域でも、自治会や公民館、PTA活 動を行つて来ま

したが、ひょんなきつかけから、現在、相模原市議会議

員として 3期 9年 目の議員活動を行わせて頂いておりま

す。

そんな私から寮生のみなさんへ :一度 しかない人生、

何事にもチャレンジ精神で挑んで頂き、やつておけば良

かつた Iと いう後悔を残さない人生を送つて頂きたいと

思います。
これから、米沢有為会の皆さまと共に、若人の応援に

参加させて頂きたいと思いますので、宜 しくお願い申し

上げます。
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縁
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Jヒ海道石狩市に移住して 中央大学名誉教授 千喜良 誠

2015年 11月 に千葉県船橋市から石狩市に移住 しましたが、その数年前に長男夫婦が脱サラして石狩でミニ ト

マ ト農業に従事 したことから、しばしば石狩を訪れるようになり、次第に石狩の景色や風土に魅力を感 じ、ついには

移住を決断しました。

石狩市は石狩湾に沿つた細長い地形で市街地の北側には石狩川の河口が位置 しています。この河口地域は江戸時代

に松前藩のサケ漁の集積地として栄え、アイヌの人々との交易の場ともなつていました。日本海に面 した石狩海岸に

はハマナスなどの海浜植物の群落や日本一長い天然のかしわ林が広が り、石狩市の北部の山林地帯には原生林が豊か

な自然を形づくつています。また、昭和48年 から本格的に建設が着工されてきた石狩湾新港は、現在、道央圏の物流

・産業拠点として、また、北方圏諸国などとの交流の拠点として重要な役割を果たしています。

石狩市に移住 してから、いくつかの市民活動に参加 して地域の人々との交流に努めてきましたが、石狩市郷土研究

会での活動の中で、石狩市生振 (おやふる)地区に同郷の方が明治初期に開拓で入られていたことを知 りました。それ

をきつかけとして米沢地方の人々が北海道の開拓にどれだけ関わ りあつているかに興味を持ち、ネット情報を入 り回

にして文献調査を行い、以下の項目について石狩市郷土研究会が発行 している「いしかり暦」第 34号 (2021年
)にまとめて報告 しました。

① 文化元年(1804年 )北斗市 (旧大野町)に米沢藩士島津才兵衛が開拓に入り、寺子屋などの開設や新道の開発

に貢献した。

② 明治 2年 (1869年)に米沢藩士山田民弥 他 6名 が北海道分領支配で上杉藩に割り当てられた磯谷郡寿都町に

調査に訪れ、その際記録した恵曾谷日誌には豊富な写生画も含め、当時の蝦夷地の風景やアイヌの人々との交流

の様子などが生き生きと記録されており、貴重な歴史資料となつている。

③ 明治4年 (1871年)米沢藩士玉木琢蔵が移民扶助規則による団体移民として宮城県の人々と石狩市生振に開

拓に入り、後に玉木団体とよばれる地域のリーダーとして活躍した。

④ 明治 23年 (1890年)上杉藩の重臣の家系に連なる柿崎家善と本庄孝長らを含む旧米沢藩±59戸が士族屯

田兵として厚岸町太田に入植している。

いずれの先達の方たちも、言葉では尽くせない苦労を乗り越えて北海道にそれぞれの礎を築き上げられたことを改

めて認識させられました。この「いしかり暦」は市立米沢図書館に寄贈しましたので、機会があつたら目を通してい

ただけたら幸いです。

そういえば、子供のころ、父親が晩酌をやりながら北海道は夢のある発展途上の土地だからお前たち北海道に行つ

たらどうだ、とアジられたこと、また酔いが進むと、自分の人生の課題は「東北の貧農を如何せん」であつたと叫ん

でいた記憶が蘇つてきました。その後、父親の経歴などをたどつてゆくと、東京高等師範専攻科を修了して赴任した

盛岡師範学校に在職中に、盛岡出身の新渡戸稲造と遭遇しており、北海道への思い入れはすでにその頃にできていた

のかとも推察されます。本人は時勢の波に流されて沖縄に転任させられていますが、沖縄も日本の中央から最も離れ

た地域として北海道や東北と共通の課題をもち、教育の場としてはやりがいのある地域ではなかつたかとも思えます。

たまたま偶然で北海道に移住することになつた息子に、泉下の父親はどんな感想を述べるだろうか気にかかるところ

です。

(プ ロフィール)

昭和36年米沢興譲館高校卒、昭和43年東北大大学院理学研究科博士課程中退、平成 3年中央大学理工学部教授、

平成25年中央大学名誉教授 (主 な研究分野 :金属錯体とDNAと の相互作用)

憲

墨1轟桑
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「 我 妻 榮 先 生 と 民 法 897条 」上 杉 邦 憲 米沢有為会 名誉会長

今年 10月 21日 は米沢の生んだ偉人我妻榮博士
没後 50年の御命日で、この日、没後 50年及び米
沢有為会が設立・管理運営 してきた我妻榮記念館の

開館 30周年の記念式典が盛大に実施されました。
我妻先生の輝か しいご業績の中でも特に人口に檜

表 しているのは、昭和 21年憲法改正に伴う民法改
正の中心として指導的役割を果たされたことでしょ
う。新憲法における基本的人権の尊重に基づき、男
女平等の原則から旧民法の「戸主、家族、家の制度
に関する法律」を廃止 して、新民法の成立・施行に
尽力されました。そしてなんと我妻先生は既に昭和
7年 (1932)有 為会雑誌に「家族制度と民法の

改正」という題で寄稿されていたのです (記念館だ
より第 28特別号伊藤和夫様寄稿文より)。 戦後、
家族制度を廃止する新民法の成立に尽力され、また
民法の神様と言われる我妻先生が30代のこの頃、し
かも戦前の旧民法下において既にこのような発表を
なされていたことを初めて知 り、その慧眼に驚いた
ところです。

新民法の下では「戸主」が家の統率者としての身
分を持つ「家父長制」や戸主の地位を承継する「家
督相続」制度が無くなったことにより、法律上では
家系が大切という考え方はされなくなりました。そ
の結果戸籍も「家」単位ではなく個々の家族単位と
なり、結婚すると親の戸籍から離れて (除籍されて
)新たな戸籍が作られ、「戸主」も (戸籍)筆頭者
へと変わ りました。

それでも今もなお「家を継 ぐ」とか「家督相続」
とか言つたり聞いたりすることがありますが、それ
は法律的には認められておらず、「○○家第○代当
主」などと言うと我妻先生に叱られそうな気がします。

私の専門である宇宙とはあまりに違う世界で、これ
まであまり気にしたことはなかったのですが、上杉
家第 1フ 代当主と言つてよいのかどうか悩むことに
なりました。そこで民法の家族法について調べてみ
たところ、大事な発見をしました。それが民法 89
7条です。

民法第 897条 には「系譜、祭具及び墳墓の所有
権は (相続の一般的効力を定めた)前条 (第 896
条)の規定に関わらず、慣習に従つて祖先の祭祀を
主催すべき者が承継する」と書かれていて、承継者
が決まらない時は家庭裁判所がこれを定めることや
祭祀承継者として指名された場合、これを辞退する
こと1ま出来ない等と規定されているのです。
なお「当主」というのは法律用語ではないように

思いますが、辞書には「当主」を「その家の現在の
主人」と、戸籍上の「筆頭者」と同義のように記さ
れています。しかしながら、別戸籍の親子二代が健
在の場合、双方を当主と呼ぶには違和感があると思
うのは旧民法の亡霊に囚われているからでしょうか
。当主を単に各家の主人とするのではなく「その家
の現在の祭祀承継者」とするのが実態に即 している
ように思います。勿論、法的には当主と祭祀承継者
は同一ではありませんが、慣習に従つて祭祀承継者
を決めるという民法 89フ 条に拠れば、当主が祭祀
を承継することが慣習として一般的であり、逆に祭
祀承継者をその家の当主と呼ぶのが適当なように思
います。

祭祀財産承継を他の相続一般とは切 り離すという
形で、先祖代々の系譜や墓を守 り祭祀を行うことを
新民法に組み込まれた我妻榮先生の意眼と祖先を敬
う心に敬服 しつつ、「上杉家第 17代当主」を「上

杉家第 17代祭祀承継者」として努めなければなら
ないと思つています。

我
妻
榮

先
生
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日
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年会 口予餞会のお知らせ

時 令和 6年 2月 11日 (日 )
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(受付開始11時30分 )

所 主婦会館 7Fカ トレア

費 6千円
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集
委
員
メ
ン
バ
ー

工
藤
美
知
尋

菊
地
　
隆
雄

濱
田
　
吾
愛

佐
藤

齊
藤

宮
坂

委
員
長

田川〈口

案羅話膝

▼
米
沢
藩
士
が
明
治
初
期
に
北

海
道
開
拓
事
業
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
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さ
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丼
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